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廃
炉
へ
の
長
い
道
の
り

　

一
九
八
六
年
四
月
二
六
日
、
旧
ソ
連
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
、
性
能
確
認
試
験
中
の
４
号
機
が
爆

発
し
、
大
量
の
放
射
性
物
質
が
広
範
囲
に
放
出
さ
れ
る
事
故
が
起
き

た
。
汚
染
は
国
境
を
超
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
広
が
り
、
発
電
所
か

ら
三
㎞
に
位
置
し
発
電
所
従
業
員
た
ち
が
居
住
し
て
い
た
プ
リ
ピ
ャ

チ
市
を
は
じ
め
と
す
る
半
径
三
〇
㎞
圏
内
の
住
民
一
六
万
人
余
り
が

移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
の
ち
に
策
定
さ
れ
た
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（
国
際

原
子
力
事
象
評
価
尺
度
）
で
、
世
界
で
初
め
て
「
レ
ベ
ル
７
＝
深
刻

な
事
故
」
と
い
う
評
価
を
受
け
た
事
故
だ
。

　

そ
の
後
、
九
一
年
八
月
に
独
立
を
宣
言
し
、
同
年
末
の
ソ
連
邦
崩

壊
で
名
実
と
も
に
独
立
国
家
と
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
同
時
に

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
当
事
国
と
な
り
、
収
束
に
向
け
た
長
い
道

の
り
を
歩
み
始
め
た
。
九
五
年
に
は
安
全
性
を
危
惧
す
る
西
側
諸
国

の
要
請
を
受
け
入
れ
、
事
故
後
も
運
転
を
続
け
て
い
た
１
〜
３
号
機

の
廃
止
を
決
定
。
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
最
後
ま
で
稼
動
し
て
い
た

３
号
機
が
運
転
を
停
止
し
た
。

　

事
故
か
ら
二
八
年
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
は
今
、
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に
取
材
を
申
し
込
む
と
、

ユ
ー
リ
・
ク
シ
ナ
リ
ョ
フ
一
等
書
記
官
が
応
じ
て
く
れ
た
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
原
子
力
発
電
所
は
、
九
六
年
に
設
立
さ
れ
た
国

営
の
原
子
力
発
電
会
社
『
エ
ネ
ル
ゴ
ア
ト
ム
』
が
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
は
〇
一
年
に
エ
ネ
ル
ゴ
ア
ト
ム
か
ら

独
立
し
、
独
立
国
営
事
業
体
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
事
業
所
』

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
従
業
員
は
約
五
千
人
。
立
入
禁
止
区
域
と

な
っ
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
の
代
わ
り
に
建
設
さ
れ
た
ス
ラ
ヴ
チ
チ
市
か

ら
通
勤
し
、
廃
炉
の
た
め
の
準
備
作
業
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」

石
棺
を
覆
う
百
年
シ
ェ
ル
タ
ー

　

事
故
を
起
こ
し
た
４
号
機
は
、
壊
れ
た
原
子
炉
を
早
急
に
隔
離
す

る
た
め
、
建
屋
全
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
石
棺
」
を
事
故
後

半
年
で
建
設
。
も
と
も
と
応
急
措
置
的
に
建
造
し
た
だ
け
に
、
強
度

も
放
射
線
遮
蔽
性
も
十
分
と
は
言
い
難
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
た
め

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
現
状
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
原
子
力
政
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
西
側
諸
国
と
の
国
際
協
力
の
下
、
石
棺
の
補
強
工
事

を
行
う
と
と
も
に
、
石
棺
を
す
っ
ぽ
り
覆
う
ア
ー
チ
型
の
新
た
な
防

護
シ
ェ
ル
タ
ー
の
建
設
を
決
定
。
新
シ
ェ
ル
タ
ー
は
〇
七
年
着
工
、

一
五
年
一
〇
月
完
成
、
翌
一
六
年
か
ら
の
運
用
を
予
定
し
て
い
る
。

　

一
方
、
１
〜
３
号
機
の
廃
止
措
置
は
、
四
段
階
に
分
け
て
実
施
さ

れ
る
。
第
一
段
階
は
使
用
済
燃
料
の
取
り
出
し
で
、
こ
れ
は
既
に
完

了
。
続
く
第
二
段
階
（
〜
二
八
年
頃
）
で
原
子
炉
施
設
を
閉
鎖
し
て

閉
じ
込
め
る
。
そ
の
後
、
自
然
に
放
射
線
レ
ベ
ル
の
低
下
を
待
つ
第

三
段
階
（
〜
四
五
年
頃
）
を
経
て
、
第
四
段
階
（
〜
六
四
年
頃
）
で

プ
ラ
ン
ト
の
解
体
撤
去
を
行
う
、
と
い
う
工
程
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
発
電
所
か
ら
半
径
三
〇
㎞
の
立
入
禁
止
区
域
に
は
、
サ
イ

世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
二
八
年
。

ソ
連
崩
壊
で
当
事
国
と
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
廃
炉
へ
の
歩
み
を
進
め
る
一
方
、

原
子
力
発
電
を
堅
持
し
、
現
在
も
電
力
需
要
の
約
半
分
を
賄
っ
て
い
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
原
子
力
の
展
望
は
─
─
。

東
京
・
西
麻
布
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
を
訪
ね
、
話
を
聞
い
た
。

U
k

r
a

in
e
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ト
内
と
近
隣
地
区
の
除
染
に
よ
り
発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
保
管

施
設
が
複
数
建
設
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
廃
止
措
置
に
合
わ
せ
て
新

た
な
施
設
を
建
設
中
。
一
五
年
ま
で
に
完
成
す
る
と
い
う
。

　

し
か
し
問
題
は
４
号
機
だ
。
こ
ち
ら
は
溶
け
た
燃
料
の
取
り
出
し

も
ま
ま
な
ら
ず
、
新
シ
ェ
ル
タ
ー
の
完
成
を
待
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
て
取
り
出
す
予
定
だ
と
い
う
。

　
「
新
シ
ェ
ル
タ
ー
は
高
さ
一
〇
八
ｍ
、
鋼
鉄
製
で
、
設
計
寿
命
は

百
年
。
内
部
に
は
ク
レ
ー
ン
な
ど
も
装
備
さ
れ
、
燃
料
取
り
出
し
か

ら
石
棺
の
解
体
ま
で
す
べ
て
の
廃
炉
作
業
が
シ
ェ
ル
タ
ー
内
で
行
え

る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

と
は
い
え
今
後
の
工
程
は
未
確
定
の
部
分
が
多
く
、
廃
炉
作
業
に

必
要
な
技
術
も
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
溶
融
し
た

燃
料
の
取
り
出
し
に
不
可
欠
な
遠
隔
操
作
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
で
も
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
だ
か
ら
私
た
ち
は
、
フ
ク
シ
マ
事
故
を
経
験
し
た
日
本
と
協
力

し
て
技
術
開
発
を
進
め
た
い
と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。
日
本
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
役
に
立
つ
技
術
を
生
み
出
す
た
め
、

ぜ
ひ
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

を
与
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
に
よ
る
赤
字
拡
大
が
拍
車
を
か
け
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
九
三
年
、
凍
結
を
撤
回
。

既
存
発
電
所
を
再
稼
動
さ
せ
る
と
と
も
に
、
九
五
年
以
降
、
新
た
に

三
基
が
運
転
を
開
始
し
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
反
対
意
見
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
半
の
国
民
は
納
得
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。『
電

気
が
足
り
な
い
な
ら
原
子
力
に
戻
っ
た
ほ
う
が
い
い
』
と
」

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
現
在
、
ザ
ポ
ロ
ジ
エ
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
、
ロ
ブ

ノ
、
サ
ウ
ス
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
四
発
電
所
一
五
基
が
運
転
し
て
お
り
、

設
備
容
量
は
約
一
三
〇
〇
万
kW
。
世
界
第
七
位
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
に
次
ぐ
原
子
力
大
国
で
、
一
二
年
の
発
電
電
力

量
は
約
九
〇
〇
億
kWh
。
総
発
電
電
力
量
約
一
八
五
〇
億
kWh
の
ほ
ぼ
半

分
、
四
八
％
を
原
子
力
が
担
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
を
め
ざ
す

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
原
子
力
を
選
択
す
る
背
景
に
は
、
も
う
一
つ
大
き

な
理
由
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
問
題
だ
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
約
六
〇
％
。
ウ
ラ
ン
と

世界はいま――Ukraine

電
気
が
足
り
な
い
な
ら
戻
っ
た
ほ
う
が
い
い

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
二
五
年
後
の
一
一
年
三
月
一
一
日
に

起
き
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
と
同
等
の
「
レ
ベ
ル
７
」
の
評
価
。
日
本
で
は
原
子
力
へ
の
不

安
が
高
ま
り
、
国
内
の
原
子
力
発
電
所
は
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め

稼
動
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

実
は
同
様
の
こ
と
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
直
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
も
起
き
て
い
た
。
九
〇
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
は
、
原
子
力

発
電
所
の
建
設
凍
結
を
決
議
。
稼
動
中
の
原
子
力
発
電
所
一
五
基
も

順
次
運
転
を
停
止
し
、
電
力
需
要
の
約
五
〇
％
を
賄
っ
て
い
た
原
子

力
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

　
「
し
か
し
結
局
、
他
の
電
源
だ
け
で
必

要
な
電
力
を
賄
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
照
明
も
満
足
に
使
え
ず
、
街
も

家
も
と
て
も
暗
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
産
業
へ
の
影
響
が

深
刻
で
し
た
」
と
ク
シ
ナ
リ
ョ
フ
さ
ん
は

述
懐
す
る
。

　

国
土
の
半
分
を
肥
沃
な
平
地
が
占
め
、

古
く
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
穀
倉
地
帯
」

と
称
さ
れ
て
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
鉄
を

は
じ
め
と
す
る
鉱
物
資
源
に
も
恵
ま
れ
、

旧
ソ
連
時
代
か
ら
鉄
鋼
、
造
船
、
航
空
な

ど
の
重
化
学
工
業
が
盛
ん
だ
っ
た
。
し
か

し
独
立
前
後
の
混
乱
と
原
子
力
停
止
に

よ
る
電
力
不
足
は
産
業
に
深
刻
な
打
撃
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再生可能エネルギー
0.005％

水力 5.6％
ガス 9.9％

1TWh＝10億kWh

再生可能エネルギー 4.6％

水力 7.4％

ガス 5.3％

̎̌ ̏̌ 
̎̌ ̍̍ 

石炭
38.0％ 石炭

35.7％

原子力
46.5％

原子力
47.0％

̍̕ ̐
58I

̎̔ ̎
58I

ウクライナの電源別発電電力量構成比
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石
炭
は
豊
富
で
、
ウ
ラ
ン
は
約
百
年
、
石
炭
は
四
百
年
も
自
給
で
き

る
量
で
す
。
一
方
、
石
油
と
天
然
ガ
ス
は
乏
し
く
、
輸
入
に
頼
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
」
と
ク
シ
ナ
リ
ョ
フ
さ
ん
は
言
う
。

　

特
に
ガ
ス
は
ほ
と
ん
ど
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
供
給

安
定
性
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
に
左
右
さ
れ
る
。
〇
五
年
と
〇
九
年
、

二
度
に
亘
っ
て
供
給
が
停
止
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
ま
で
波
及
し
た
の

も
記
憶
に
新
し
い
。
こ
う
し
た
不
安
定
性
を
緩
和
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
力
を
高
め
る
た
め
、
原
子
力
を
主
軸
に
据
え
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

と
は
い
え
自
立
は
容
易
で
は
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ウ
ラ
ン
だ
け

で
な
く
、
燃
料
被
覆
管
な
ど
に
使
わ
れ
る
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
も
豊
富
だ

が
、
こ
れ
ら
は
一
旦
ロ
シ
ア
に
送
ら
れ
、
燃
料
と
な
っ
て
戻
っ
て
く

る
。
つ
ま
り
原
子
力
に
お
い
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ウ
ラ
ン
濃
縮
・

燃
料
加
工
と
い
う
重
要
工
程
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
る
の
だ
。

　
「
私
た
ち
は
ロ
シ
ア
依
存
を
低
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
少
し

ず
つ
始
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
燃
料
製
造
の
一
部
を
ア
メ
リ
カ
に
委

託
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
既
に
一
つ
の
発
電
所
で
『
ア
メ
リ
カ

製
』
の
燃
料
を
試
験
導
入
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
将
来
的
な
燃
料
国
産
化
も
視
野
に
、
一
三
年
、
ウ
ラ
ン
濃

縮
工
場
の
建
設
を
開
始
、
三
〜
四
年
後
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

原
子
力
安
全
の
世
界
標
準
に
沿
っ
て

　
「
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」
に
お
い

て
、
高
品
質
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
供
給
源
多
様
化
や
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
立
と
い
っ
た
基
本
戦
略
の

も
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
射
量
に
恵
ま
れ

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
は
太
陽
光
発
電
の
適
地
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
ペ
ロ
ボ
太
陽
光
発
電
所
（
出
力
一
〇
万
kW
。
建

設
当
時
は
世
界
最
大
）
が
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
、
ま
だ
一
％
以

下
の
再
エ
ネ
比
率
を
二
〇
三
〇
年
に
は
一
〇
％
以
上
に
す
る
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
「
二
〇
三
〇
年
時
点
も
一
番
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
位
置
づ
け
た
の
は
、
原
子
力
だ
。
引
き
続
き
総
発
電

電
力
量
の
四
七
〜
五
〇
％
を
賄
う
べ
く
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
３
号
機

（
一
八
年
運
転
開
始
予
定
）、
同
４
号
機
（
二
〇
年
）
の
新

設
に
加
え
、
既
存
発
電
所
の
リ
プ
レ
イ
ス
と
運
転
期
間
延

長
に
よ
り
、
原
子
力
を
約
一
・
五
倍
（
一
三
二
五
億
kWh
）

に
増
強
す
る
計
画
だ
。

　

現
在
、
運
転
中
の
原
子
力
発
電
所
一
五
基
は
、
す
べ
て

ロ
シ
ア
製
の
加
圧
水
型
原
子
炉
で
、
う
ち
一
二
基
が
旧
ソ

連
時
代
の
も
の
。
既
に
運
転
開
始
か
ら
三
〇
年
以
上
経
過

し
た
炉
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
順
調
に
安
定
運
用
さ
れ
て

い
る
、
と
ク
シ
ナ
リ
ョ
フ
さ
ん
は
言
う
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
フ
ク
シ
マ
事
故
後
に
Ｅ
Ｕ
が
実
施

し
た
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
も
自
主
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
も
協
調
し
な
が
ら
安
全
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
原
子
力
安
全
の
世
界
標
準
に
従
っ
て
い
き
ま

す
」

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）

等
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
急
性
放
射
線
障
害

で
亡
く
な
っ
た
人
は
二
八
人
。
半
径
三
〇
㎞
圏
内
は
今
も
立
入
禁
止

だ
が
、
七
〇
人
ほ
ど
の
老
人
は
こ
の
地
を
離
れ
た
く
な
い
と
ず
っ
と

住
み
続
け
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
一
一
年
、
発
電
所
周
辺
の

放
射
線
レ
ベ
ル
の
低
下
か
ら
正
式
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
ツ
ア
ー
を

認
可
。
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
と
い
う
。

　

取
材
の
数
日
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
で
反
政
府
勢
力
と

治
安
部
隊
が
衝
突
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
惨
事
が
起
き
た
。
痛

ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
シ
ア
の
狭
間
に

位
置
す
る
こ
の
国
の
難
し
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
同

時
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
い
う
長
く
厳
し
い
試
練
の
只
中
に

あ
っ
て
な
お
、
原
子
力
を
堅
持
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
を
図
ろ
う
と

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
選
択
が
腑
に
落
ち
た
気
が
し
た
。

取
材
・
編
集
／
田
窪
由
美
子
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